
ベトナム子供

wF糾

会員総会で留学生がスピーチ
ベ トナム子供基金は 5月 19日 、2007年定期会員総会をアジア文化会館で開催、27人の

会員が参加 しました。総会では、2006年活動報告・決算報告および会計監査報告、2007年

活動計画案・予算案が了承されるとともに、運営委員の選出および承認が行われました (4

ページに議事録)。 議事終了後、ベ トナム人留学生のヴ・クォンさん、ファム・ティ。マイ・

フォンさん、ライ・ティ 。フーン・ニュンさんが 「日本に留学して思 うこと」をテーマに

次の通 リスピーチしました。また、マイ 。フオンさんはベ トナム民族舞踊を披露 してくだ

さいました (編集部)。

日本での経験 をベ トナムに伝 えたい

ヴ・クォン

私はハノイ (Ha Noi)か ら参 りました。

慶応義塾大学博士課程 1年で、専門は経

済学です。子 どもは 「国の将来」 といわ

れています。皆 さんはベ トナムの子 ども

の教育のために献身 してくださり、私は

ベ トナム人として深くお礼申し上げます。

ベ トナムの歴史の中では、 日本にあこ

がれを持って留学するとい う時期が 3回
ありました。最初は 1905年 ごろです。こ

の時代、ベ トナムはフランスの植民地で

した。当時、 日本は明治維新を行い、 日

露戦争に勝利 しましたので、ファン・ボ

イ・チャウ (Phan Boi Chau)と い う独立

運動家が 日本に多 くの若者を留学させま

した。 しか し残念ながら、当時の 日本の

政権はフランスとの関係で、ファン・ボ

イ・チャウのこの ドンズー (東遊=東へ行

く)運動を消滅させてしまいした。第 2期

の 日本留学の潮流は、ベ トナム戦争の時

代で、戦争による制限もあ りま したが、

ホゥエ先生のような非常に愛国心を持っ

ている若者が 日本に留学 し、ベ トナムに

帰つて、今のベ トナム建設に貢献 してい

る、そ うい う時期です。戦争が終わ り、

一時的に日本とベ トナムの関係が悪化 し、

留学生の数が減 りましたが、ベ トナムは

1986年以降、 ドイモイ (経済の刷新)政策

を行い、現在は第 3期、私たちの時代で

す。

日本は第二次大戦の敗北から立ち上が

り、世界の大国にな りました。私は 日本
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の経済力に非常にあこがれを持つていま

した。 日本に来て、 日本の文化も非常に

ベ トナムに近いものだと実感 しました。

しかし、大変なことにも遭いました。 日

本語はとても難 しいものです。また、 日

本はベ トナム人にとつては物価がとても

高いです。5倍か、10年前には 10倍くら

いの差がありました。生活と学費のため、

アルバイ トをしながら勉強しています。

日本での生活はとてもプ レッシャーが

強い と思います。私はほかの国の会社で

も勤めた経験がありますが、日本では仕

事でも勉強でも自分の能力以上の任務を

与えるということを強く感 じます。でも、

日本の皆さんにとても親切にしていただ

くことも多いです。例えば、私は日本に

来て 6年目になりますが、最初ホス トフ

ァミリーになつて、いろんなお世話をし

てくださつた 日本のお母 さんとお父さん

は、季節の果物や、私が経済的に困つて

いたときには、衣類なども送つてくださ

いました。今でも精神面で支援 して くだ

さいます。

ここで申し上げたいことは、国と国の

間には異なる面もあ りますけれ ども、互

いに理解 し合 うことが非常に大切だとい

うことです。そして理解 し合 うためには

心が大切です。心があれば違いを乗 り越

えることができます。皆 さんが今やつて

くださつているのは、奨学金を通 じて、

皆 さんの心をベ トナムの子 どもたちに伝

えているのだと思います。

私には夢があります。卒業 して、ベ ト

ナムで学校を作 ります。できれば大学を

作 りたいです。ファン 。ボイ・チャウと

ホ ゥエ先生は若者を日本に送るとい う運

動をしました。私はそれをベ トナムで教

える、ベ トナムの一般の人々にも伝えら

れるように努力いたします。

(Vu Cuong)

看護師としての責任感

ファム・ティ・マイ ロフォン

日本に来てちょうど3年になりました。

今、千葉県立野田看護専門学校の 3年生

です。ベ トナムで、 日本について初めて

聞いたのは中学 1年生の世界史の授業で

した。第二次世界大戦のこと、そ してア

ジアで最も経済的に工業的に発展 してい

る国、桜の花の国、地震がよく起こる国

という一般的なイメージでした。1年後、

日本の看護 と医療について研修するため

に、3カ 月間日本に留学した母からいろい

ろな話を聞いたことで、 日本に興味を持

ち、留学 しようと深 く決心 しました。高

校卒業後、ハノイ 日本語センターで 1年

半 日本語を学習 しながら、 日本の看護専

門学校の受験勉強を必死に頑張つた結果、

2005年 1月 、日本に留学することができ

ました。

看護学校での 3年間の生活は非常に有

意義なものです。今までマイペースで行

動をすることが多かった私は、看護学校

に入つてか ら初めてチームワークに触れ

ました。 日本語能力が未熟で、自分の意

見をうまく表現できず、グループの友達

の言いたいことも素直に受け入れ られま

せんでした。しかし毎日 30分から 1時間

くらい読売新聞を読む とい う先生方から

の特別な宿題、放課後の看護技術の練習
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でのチームメー トとの協力、試験勉強や

実習チーム内での役割分担などのおかげ

で、看護活動におけるチームワークの力

と必要性が分かるようになりました。

生活においても、奨学金のおかげであ

まり大きな心配をせずに、 日本の生活を

楽 しむ余裕がありま したが、 日本語の練

習、 日本の文化に触れるチャンスを多 く

するために、セブンーイレブンで 1年間ア

ルバイ トをしました。仕事上の責任感、

時間の厳守、笑顔で元気なあいさつの力

など、学校での場面 とは異なる体験がで

きました。

3年前に初めて電車に乗つたとき、日本

人の最初の印象はちょつと冷たくて、他

人に対 して無関心であるような感 じが し

ましたが、いったん友達になれば、一生

の友人になることを実感できました。実

習の 日の朝に、同じ部屋の先輩が作つて

くれる手作 りのお弁当、寮の近 くのお じ

いちゃんとおばあちゃんたちからの 「気

をつけて行つてらつしゃいね」 とい う優

しい言葉、患者 さんからの「あ りがとう」

とい う笑顔。すべて私のこの 3年間の励

みになりました。

また、3年間日本で過ごせたことが、私

自身にとって大きな自信にな りました。

どんな人であれ、外国で生活することは

大変なス トレスを伴 うものです。 この中

で生活することができたとい うことは、

これか らの自分 自身の大きな支えになる

ことを確信すると同時に、一人ではこの

留学を成 し遂げることは不可能だとい う

当た り前のことも分か りました。 これか

ら日本人の仲間と一緒に、3年生の実習、

卒論、合格点を取るとい う大変 さとつ ら

さを乗 り越えて、就職 し、今まで学んだ

ことを生かして頑張りたいと思います。

私は学校卒業後、看護師として 4年間

日本で働いて、経験を積んでからベ トナ

ムヘ帰 ります。そして少 しでもいいです

から、日本で学んだ看護観をベ トナムの

看護師に伝えたいと思います。ベ トナム

の医療は、昔と比べたら結構良くなりま

したが、入院生活のレベルと看護の質は

まだ不十分なところがたくさんあると思

います。看護師としての責任感と患者さ

んへの思いがいっそ う深 くなれるよう、

留学 しているほかの友達とともに頑張 り

たいと思います。

先ほどは民族舞踊の紹介をしないまま、

踊つてしまいましたので、あらためて紹

介いたします。ベ トナムの国民衣装はア

オザイですが、私が着ているのはアオ ト

ゥタンというものです。これはアオザイ

の前の時代のものです。先ほどの由は、
ハノイから 50キ ロくらい離れたバクニン

(Bac Ninh)省 の曲です。曲名は「春夏

の香 り」です。春は花が咲く季節です。

昔は 1カ月に 2、 3回 しか市場が開かれま

せんでしたが、特に春の市場はとてもき

れいなものでした。そして、普通の市場

だけではなく、「恋の市場」でもあり、男

女が出会 う場所でした。先ほどの曲の特

徴は、笑顔とアイコンタク ト(視線を合わ

せること)です。女性の魅力を見せるため
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には、笑顔 とアイコンタ

なものだと思います。

(Pham

*    *

偶然の導き

ク トが一番大切

Thi Mai Huong)

*

ライ・ティ・フーン・ニユン

私は一橋大学の修士課程 1年です。 11

年前は青葉奨学会の奨学生でした。お世

話になりました。ありがとうございまし

た。そのとき、ベ トナム北部のナムディ

ン (Nam Dinh)県 の高校生でした。高校 1

年からの 3年間と大学の 4年間、青葉奨

学金をいただきました。大学を卒業 して

か ら、ホゥエ先生に選ばれて、ホーチ ミ

ン (Ho Chi Minh)市の ドンズー日本語学

校で 日本語を勉強 し、 ドンズーの留学プ

ログラムに参加 しました。2005年に ドン

ズー留学生 として 日本に来ました。ナム

ディンの青葉奨学生の数はかな り多いで

す。青葉奨学金は初め HCM市から始まり

ましたが、1996年から北部でも支給され

るようにな りました。私たちは初めての

北部の奨学生です。一橋大学に入学 して

か ら、ホス トファミリーのプログラムに

参加 して、子供基金の会員の方に出会い

ました。そ して子供基金の話になつて、
「私は青葉奨学会の奨学生でした」 と言

ったら、その会員の方はとてもびつくり

されていました。そして今 日ここで子供基

金の会があることをその方から教えていた

だき、この会に参加することができました。

本当にありがたいです。今後、私にできる

ことがあれば協力したいと思います。

(Lai Thi Phuong Nhung)

2007年定期会員総会議事録

期日 :2007年 5月 19日 (土)

場所 :アジア文化会館会議室

出席 :27人

議事要旨 :

議事に先立ち、議長に会員の高橋強氏、書記

に運営委員の望月良憲氏を選出した。

1号議案 :2006年活動報告

2号議案 :2006年決算報告及び会計監査報告

標記 2議案のうち「2006年活動報告」「2006

年決算報告」について、飯田事務局長から一括

して報告。会計監査報告については、南監査か

ら「会費の支出は妥当で、決算報告も正確に記

載されている」と報告があつた。両議案につい

て、高橋議長から諮ったところ、全会一致で了

承した。

3号議案 :2007年活動計画案

4号議案 :2007年予算案

標記 2議案について、飯田事務局長から一括

して報告があり、高橋議長から諮つたところ、

全会一致で了承した。

5号議案 :運営委員選出及び承認

標記について、飯田事務局長から報告があ

り、高橋議長から諮つたところ、これを全会一

致で承認した。運営委員の 21人は次のとおり

(敬称略、報告順)。 任期は 2007年 6月 1日 か

ら2009年 5月 31日 まで。

今井幸恵、小河原理恵、岡村進、小沢玲子、

窪寺祐子、近藤昇、土井敏邦、中原和夫、中村

伸、原二郎、藤田政弘、本間きく、望月良憲、

九山明美、南康雄、植田泰史、吉原とも子、原

聡美、樋川好美、岡村多美子、奥山義夫
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■里子からの手紙

戦争のない世界を願う

レ・ティ ロニー

お父さまとお母さまが私に向けてつづつ

てくださつた愛が込められた文面を読ませ

ていただき、私は本当にうれしく思い、感

動しました。あらゆる人の愛情の中で暮 ら

せることは何より幸せなことですし、私は

先生方や奨学会の事務局の皆さまが私をお

父さま、お母さまと引き合わせてくださっ

たことを大変感謝しています。

お父さま、お母さまお元気ですか? 日

本の今の気候はきつと安定していることで

しょうね。今はどの季節なのか私に教えて

くださいますか? 私は日本が桜の里だと

知っています。でもまだ一度も見たことが

ありません。きっとそれは美 しくてとても

良い香 りがするのでしょうね。

さて私の方ですが、こちらは何事も変わ

りなく1贋調で皆元気です。通学は少し大変

ですが、私は相変わらず頑張つて学校に通

っています。学校へ通 うことは私自身の夢

であり、あらゆる人の一特に私の母の一願

いでもあります。現在私の母は遠くに働き

に行つていて 4、 5カ月に 1回やつと家に

戻つてきます。私は母のことが恋しくてた

まりません。私は母に電話をかけるたびに

涙を禁 じえません。将来母の苦労を減らす

ために私は頑張つて勉強し働こうと思つて

います。

今私の住んでいるベ トナムでは乾季でと

ても暑くて雨は降らず、ゴムの木は新しい

樹液の収穫の季節に備えて若葉が出始めて

います。このあたりの人々の主要な仕事は

ゴムの木に依存しています。彼 らの生活は

ゴムの本と密接な関係にあります。教育の

機会もなく生活の水準も低く、自分自身が

食べていくためにゴムの樹液をかきに行く

ことしか知りません。早朝から深夜まで身

を粉にして働く彼らの姿を見ていると、彼

らのことが大変かわいそうだと感じます。
ベ トナムは発展途上国にすぎず、人々の

生活はやつと少し改善されたにすぎません。

そして田舎や農村に住んでいる人民は今も

生活のために体を酷使して働いています。

電気がまだない場所もあり、日常生活も大

変困難です。しかしそうでありながらも平

穏です。

私の知識では、イラクではテロや暴動 。

戦争によつて多くの罪のない人民が殺され

なくてはなりませんでした。まだ 3、 4歳
の子どもを銃殺された母親が泣いているシ

ーンを見て、私の心はとても痛みました。

私は、無意味な戦争がなぜ今もなお起こつ

てしまうのだろうと痛切に感じます。それ

は一体どれほど多くの人間の生命を奪つて

きたことでしょう。肌の色や言葉は違って

も彼らは皆人間であり、痛みや苦しみも分

かつているというのに。

長引く数々の戦争は、加害者が予測もし

なかったような大変悲惨な悪影響を残して

きました。それは今の世代から違う世代ヘ

と人間の心の中にざわざわするような痛み

をまき散らしてきました。傷跡は癒えても、

痛みは続きます。枯葉剤は、多くの不幸な

人々の幼少期そして人生を奪つてきました。

そしてさらにつらいのは母親たちであり父

親たちです。私はそのような子どもたちよ

りも幸運です。私は戦争が世界からなくな

ってほしいといつも願つています。

政治的、経済的に強くしつかりした国家

の建設を成し遂げるために、日々みんなが

手を取り力を合わせていくことで、初めて

人々が幸福で満ち足りた生活を送ることが

できるのです。私は日本の国民に大変感服

しました。国を発展させ前進させるために

手を取り力を合わせて戦争の被害を克服し
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たからです。ベ トナムと日本の協力関係が

日増しに密接になりさらに拡大することを

私は望んでいます。

手紙の最後にお父さま、お母さまがいつ

もお元気でたくさんの喜びに恵まれますよ

うお祈り申し上げます。娘はいつも一度で

いいからお父さま、お母さまに会えること

を夢見ています。私のことはいつも安心し

ていてくださいね ! 私はいつもお父さま、

お母さまのことを考えとても恋しく思つて

います。

(LchiNhつ

*    *    *

温かく幸福な家庭

ヴォー・キム・クアン

私はカマウ (Ca Mau)省 ウーミン (U

Minh)の カィンラム (Khanh Lam)高 校 12

年生です。

最近お母さまはお元気ですか? きつと

お仕事がとてもお忙しいのでしょうね。今

までずつと私をご援助くださいましたこと

をとても感謝しています。そのおかげで私

の勉強は大変良くなりました。そしてまた、

私の日々 の生活で悩み事がなく心が穏やか

になり、幸福で平穏な時間を過ごせるよう

にと、家族やあらゆる方々中でも特に里親

さまが願つてくださいました。

今までずつと私はささやかな願いを持ち

続けていたのですが、それはお母さまにお

目にかかつて一緒にご飯を食べられたらい

いな、ということです。そうできたら、私

はとても幸せです。なぜだかわかりません

が、私はその瞬間のことを考えると涙を禁

じえません。私はお母さまのことをとても

大好きで尊敬しているからだと思います。

お母さまは私のために毎月お金を捻出 (ね

んしゅつ)しなくてはならないので一生懸

命働いてくださいました。私は、今まで一

度もお目にかかつたことがなく隣に座って

話したことも一度もなく、ただお手紙を通

して気持ちを打ち明けてきたお母さまのこ

とを、大変誇りに思つています。

私はこのことを考えるとき心に誓 うこと

は、自分が一生懸命勉強して良い成績を取

らなくてはならない、そのためどんなとき

でも自分が良い成績を取れるよう丁寧にノ

ー トを取 り勉強し、勉強方法も研究します。

学校では先生方の授業を集中して聞き、家

に帰ってからはノー トを取 りだしよく分か

らなかつた部分を見直したり次の日の予習

をします。

私は経済的に困窮しあらゆるものが欠乏

した家庭に生まれ育ちましたが、ほかのみ

んなより大変幸福で幸運です。なぜならば

とても温かく幸福な家庭で生活 しているか

らです。そして遠いところにお住まいの素

晴らしい気高いお心のお母さまがいらつし

ゃいます。私は今まで一度も落胆したり絶

望したことはありません。ですから今まで

家族そして何よりもお母さまを裏切 らない

ために一生懸命勉強してきました。私はお

母さまに心を打ち明けることができること

が何よりもうれしいです。

(Vo Kim Quan)

*     *

精神的なプレゼント

グエン・タィンロフォン

私は現在、ハノイ師範大学国語科 2年の

学生です。私はこの手紙をちょうど旧暦の

(12月 )28日 に書いています。あと残 り

2日 で私たち民族全員が待ち望んでいる神

聖な祭 日であるテ ト (旧正月)がやつてき

ます。

本当に、私の心の中には感謝と親愛の気
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持ちがあり、里親さまとお呼びするのは遠

くてよそよそしい感 じがします。もしお許

しいただけるなら里親 さまのことをお父さ

まと呼ばせていただきたいと思います。

お父さまの恩義 と温情のこもつたご関

心 。ご援助・愛情を受け取らせていただい

てこれで 5年になります。本当に私は青葉

奨学金を受け取らせていただいて光栄です。

初めのころ私は、どうして遠い日本の国に

いらつしゃる私とまったく面識のない方が、

私のような恵まれない境遇の生徒に対して

喜んで愛情を注ぎ援助をしてくださるのだ

ろうか、と本当に不思議でした。 しかし時

間がたつて、遠い日本の国にいらつしゃる

お父さまの心からの庇護 (ひ ご)と ご関心

の下で成長してきて、突如分かつたのです

が、私の疑問に対する答えは、私に対する

お父さまの大変尊く素晴らしい愛情と包容

力と慈愛の気持ち以外に説明のしようがな

い、ということです。

私たちの民族の神聖な新年を迎えるにあ

たり、私が唯一望んでィヽることは、自分の

正直な気持ちを里親さまと分かち合 うため

に、お父さまの本当に近くに駆け寄 りたい

ということです。私にとってこの新年は今

までより何倍も幸福であり、温かく、完壁

だと感じています。春の気候や新年の雰囲

気のせいかもしれません。

でも重要で、さらに感動したことは、日

本にいつも気にかけてくださり温かい気持

ちを持っていてくださって、愛情と限りな

い共感の温かい光によって私の心を温めて

くださるお父さまがいらつしゃると私が認

識していることです。これは私一人の想い

ではなく、恵まれない境遇でありながら勉

強したい、知識を成収して社会のために貢

献したい、と願 う数多くの生徒たちがお父

さまから恩義と温情の奨学金を受け取らせ

ていただいて、やはり同じように感じてい

ることを私は知っています。空間上は離れ

ていても、お父さまの愛情はあらゆる境界

を超えて、私の夢に翼を与えてくれ、私の

心をさらに豊かにしてくださいました。そ

れはまさに値段をつけられない精神的なプ

レゼントであり、私に人としての勉強をさ

せてくださり、人格の形成を学ばせてくだ

さつたことを本当に里親さまに感謝してい

ます。

私はいつも自分の心にこう言い聞かせて

います。お父さまを裏切らないために、一

生懸命勉強しなくてはいけない、能力を身

につけ国のために仕事をしなくてはならな

い。そして、私は一度でいいから自分の国

にお父さまをお迎えし、お父さまにお目に

かかって一緒にお話したいと願つています。

(N〔Illyen「IIIlanh Huong)

■電子メール送信の際のお願い

ベ トナム子供基金では、会員の皆さまとの連絡などに電子メールを活用してお りますが、

子供基金の電子メールには毎週、数百通の迷惑メールが送信されています。そのため、子供

基金の活動とは関係ないと想定される内容の電子メールは、自動的に、子供基金のパソコン

で受信 しない仕組みを導入 しております。会員の皆さまからの電子メールを確実に受け取る

ため、電子メールをお送 りくださる場合は、タイ トル (suttect)に 「ベ トナム子供基金」と

入力いただければ幸いです。ご協力をお願いいたします (事務局)。

・良い例=ベ トナム子供基金 :問い合わせ
。悪い例=よろしくお願いします
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■ベ トナム里子面会旅行

清 水

ベ トナム子供基金の紹介で、向学心のあ

る子どもたちを支援する集いに加わり、子

どもたちの成長に立ち会つてくることがで

きました。本会との関わりを始めたときか

らベ トナムには興味を持つてきましたが、

今年 (2007年)の 3月 末に 36年間の勤め

を退職したのを機会にようやくベ トナム旅

行を実施いたしました。

旅行の実施を決意してからも旅行会社の

ツアーのため宿泊するホテルが確定しない

等、自分では計画を立てにくい状況でした。

それでも 10年来の交流のある子どもに会

うことは退職後の夢でした。

今回は、東京の子供基金事務局とホーチ

ミン (H6C� Minh)市の青葉奨学会に大

変お世話になりました。ベ トナムには興味

を持ちながら地理は分からず、気軽に里子

に面会を希望しましたが、地方の子どもと

の面会は大変なことでした。結果的には青

葉奨学会の尽力により希望通りに面会を実

現できました。

旅行 1日 目の面会は、ホーチミン市内な

ので青葉奨学会にて面会の予定でしたが、

飛行機が遅れてしまったのと、予想以上の

道路の混雑でホテル到着が遅れてしまいま

したので、途中でガイ ドさんに連絡をして

もらつて面会の場所と時間を変更しました。

青葉奨学会での面会も考えましたが日本

人が夜の町を散策するのは、危険に遭 う可

育Bl■ もあるとのことで宿泊しているホテル

で面会しました。

約束の時間に、青葉奨学会の職員と通訳

に連れられてホー lHo)く んが来ました。

中学生ですがすでに身長は私よりも大きく

なっていて、現在の若者 らしさが現れてい

ました。彼は現在家庭の事情でお寺で生活

後列左から、清水洋子さん、ホーくん、1人

おいて、ラップさん。前列右が清水匡さん

していますが、サッカーに興味を持って元

気に毎日過ごしているようです。

屋上の喫茶フロアで話をしましたが、風

が気持ちよく吹いている中での面会は、話

の切れ間もなく時間が過ぎてゆきました。

日本から同行の義姉母子も同席 して楽しく

面会をしました。心ばかりの生産を用意 し

ていきましたが、彼も私に生産を用意して

くれていた心遣いに感動しました。

手紙の交換もなく初対面でしたが青葉の

職員や ドンズー日本語学校の卒業生の通訳

のおかげで親しく話をすることができまし

た。9時くらいに面会を終了しホテルにて

別れました。

翌 日は、10年間文通をしているウェン

(Uyen)さ んです。彼女 とは小学生のと

きからのつながりがあるため、特に会いた

い子でした。昨日も通訳してくれたラップ

(Lap)さ んが朝 6時にホテルまで来てく

れました。すぐに出発 して彼女の在籍する

カントー (Can¶ho)大学を目指します。

朝早いためホーチミン市内の混雑はあま

り気にならない うちに郊外に出られました。

間もなく日本人が観光でメコン川クルーズ

を楽しむミトー (My「ho)イこ着きます。

この調子で行けるのなら予定よりも早く
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にカントーに着けるのかと思つていたら、

最後にメコン川のフェリーがあり、ここで

の待ち時間が 40～50分くらいかかってし

まいました。メコン川を渡るとすぐに約束

のカントー大学に着きました。

ラップさんが電話をしましたが、ウェン

さんは校門で待つていてくれたので電話の

前に妻はすぐに彼女を見つけました。当た

り前のことですが、以前に写真で見ていた

通りの娘でした。タクシーのドアを開ける

と彼女もすぐに私たちを見つけて走つてき

てくれました。

ウェンさんは、手紙の文章から感じる可

愛らしさをそのまま現実に感じさせてくれ

ました。時間があればカントーの市内を見

学したかつたのですが、限られた時間しか

一緒にいられないので、メコン)||の畔にあ

るホテルの屋上に落ち着きました。

ここはメコン川を見下ろす立地条件の良

い場所にあるホテルです。周りを遮る建物

は全くなく 360度の風景を楽しめる場所で

した。特にフェリーで渡つてきたメコン川

は、日本では絶対に見られない景色です。

食事のときには、日本語を話せない彼女

が通訳に教わりながら「オ トウサンコレタ

ベテクダサイ」と現地の野菜いためを取つ

てくれたりした心遣いに感動しながらの充

実したひとときでした。

大学の卒業も近づいてきますが卒業後は

お姉さんと同じに教師になることを希望し

ているようです。また卒業後は時間を見つ

けて日本語の勉強もしてみたいと言つてい

ました。彼女と日本語での会話ができるよ

うになれば、私にとつてのベ トナムがもつ

ともつと身近な存在になるので、ぜひこの

計画も実現してもらいたいものです。

ウェンさんにも日本からの生産物を用意

していったのですが、彼女は私、妻、そし

て息子 2人には手作りの生産まで用意して

くれました。

清水夫妻とウェンさん

その後、彼女を大学まで送つて今回の面

会は終了しました。10年間の思いを込め

た 3時間を過ごして、今後も彼女の夢の実

現にできるだけ協力することを思いながら

帰路につきました。

帰りは、5時ごろになつてしまってホー

チミンの雑踏に遭遇してしまいました。空

港からのときもすごかつたのですが、それ

を上回るオー トバイの雑踏です。オー トバ

イの海をタクシーが泳いでいくような状況

です。後部座席に座つていても周りが気に

なつて緊張の連続でしたので、無事にホテ

ルに帰着したときは安堵いたしました。

最後に、今回の面会について、東京の事

務局、そしてホーチミンの青葉奨学会の皆

さまに大変お世話になりました。心より感

謝するとともに今後の活動がより充実する

ことをお祈りして報告といたします。あり

がとうございました。

(しみず ただし)

*
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■ベ トナム子供基金との出合い

島 田 直 子

このたび、子供基金の里子からの手紙翻

訳に携わることになりました島田と申しま

す。私が子供基金と出合ったのは 10年以

上前のことです。海外長期滞在計画を練っ

ていた私は、ベ トナム行きを決定しました。

そして、1995年 の冬に語学雑誌でアジア

文化会館のベ トナム語講座を見つけ、週に

1度仕事帰 りにベ トナム語の勉強を始めた

ことがきつかけです。

翌年、計画通 りに単身ホーチミン(H6Chi

Minh)市を初めて訪れ、約 5年間滞在 し

ました。ベ トナム語が聞き取れるようにな

ったのは、2年もたつてからです。

現地では青葉奨学会の活動に参加する機

会もあり、貴重な経酸ができました。

ベ トナムでは、旧正月のテ ト前に新しい

服を準備 し新年を迎える習慣があります。

そこで、青葉奨学会では、テ ト前に子ども

たちに制服をプレゼン トするという活動が

毎年ありました。バイクに月尻の詰まった大

袋を積んで炎天下を走り、複数の施設を訪

れました。貧しい子どもが多くいましたが、

その子どもたちを支えている方々や組織も

多いことに感心しました。また、奨学会の

活動に同行 した 20代のベ トナム人が、子

どもたちを前にこつけいなことをして笑わ

せたり、楽しく歌ったりする頼もしい姿に

も感動しました。困つている人を助けるこ

とは当然であると多くの人が考え、行動 し

ている、その姿にベ トナムの底力を感 じま

した。

さて、5年間の滞在期間中、街はどんど

ん発展し、スーパーが増え、物が増え、皆

の乗つているバイクは洗練されたものに変

化しました。私もノミイクに乗るようになつ

てからは、万が一転んだときのためおよび

日焼け防止に、スカー トではなくジーンズ

を、サングルではなく靴を履くようになり

ました。派手なマスクや日焼防止長手袋も

必須アイテムです。

バイクは便利で必要ではありますが、危

険なのも事実です。バイクのミラーは、込

み合つた道路でほかのバイクのミラーとぶ

つかるので危ない、という意見を聞いたと

きには、驚いた反面感心しました。所変わ

れば常識も変わります。車の台数増加に比

例し、危険度が増 します。運転中ヒヤンと

したことが何度もありましたが、無事帰国

できました。 しかし最近は信号機も増え、

赤であれば皆停まり、運転マナーは改善さ

れているようです。ただ今はもう、あの街

中をバイクで走る勇気はありません。

2001年に帰国してからもう 6年以上が

過ぎました。ベ トナムのイメージも大きく

変わり、旅行先としても定着しました。私

がベ トナム行きを決めたときには、地雷が

危険ではないのか、と心配 したり、カンボ

ジアと混同している友達もいました。なぜ

ベ トナムヘ行 くのかと、驚く相手の様子に

私が驚きました。両親は反対しないのかと

何人にも聞かれたものです。 しかし、おし

ゃれなベ トナムが雑誌等によく特集 される

ようになってからは、行つてみたいとか、

ベ トナム料理はおいしい等の声を聞くよう

になりました。旅行の代金も安くなり、ビ

ザ取得も不要です。本当に近い国になりま

した。
ベ トナムは、経済発展著しい反面、まだ

学校へ通えない子どもも多くいます。私も

微力ながら、里親支援を続けていきたいと

思つています。子供基金の学生たちが皆実

力をつけ、良い仕事に就き、幸せな家庭を

築くことを願つています。

(しまだ なおこ)
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事務局便り

5月 の総会を機に、長らく事務局長とし

て切 り盛 りしてこられた飯 田さんが任期

を終え、事務局を退かれました。全面的に

飯田さんに頼つてきた事務局は、現在その

引継ぎにおおわらわです。

幸い、新事務局長には青葉奨学会のグエ

ン・ ドク・ホ ゥエ さんと留学時代か ら親

しく、当初から子供基金の里親会員として

参加 してくださっている植 田泰史さんに

引き受けて戴 くことにな りました。しか

し、植田さんは茨城県に住んでいらっしゃ

るので、そう度々上京をお願いするわけに

もいきません。従つて、植田さんのもとで

動ける人々が、それぞれ時間を提供 して協

力体制を作 りたいと思つています。

茨城県からはもう一人、植田さんの友人

でやはり発足時からの里親会員である、
コンピュータに詳 しい黒羽宏 さんが必要

に応 じて出て来てくださつています。古く

なった事務局のパソコンは在沖縄の中原

和夫さんが新品を寄贈 してくださいまし

た。また、事務局には、新しいボランティア

が参加 してくれることになりました。大学

院生勢村かお りさんはベ トナムの貧 しい

家庭の教育問題をテーマに研究しておら

れます。新運営委員には、かつてアジア文

化会館で留学生と共同生活をされていた

樋川好美さん、同じくアジア文化会館で、
留学生のために日本語ボランティアをさ

れている奥山義夫さんが参力日してくださ
いました。

皆で力を合わせてこの山を乗 り越えた
いと思いますが、当分の間、処理方法がわ
からないとか、共同作業の引糸匹ぎがうまく
いかないとか、私のようにパソコンの使い

方がよくわからなかったりなどで、会員の

皆さまにご迷惑をおかけすることがある
かもしれません。
ご寛恕 (かんじょ)を請う次第です。

(近藤昇)

■ご入金報告

ご支援ありがとうございます (敬称略)。

2007年 3月

里親基金 :中台正四、岡村多美子、清水勇

治、大島智宏、岩崎臣男、くにたち国際友

好 WING、 中根美智代、川名一幸

2007年 4月

里親基金 :伊藤昇男、松田員、千賀恒雄、

橋本進司、小林初江、藤原寛、中塚正信、

吉原とも子、山本剛彦、東亮一、北川郁子、

小岩井陽子、仙波広雄、幕内英明、小山明、

塩谷隆、正者敬一、小山弥生

一般基金 :川崎幸江、小田正和

安部伸之、千田幸子、河野美代子、高野耕

司、野村利実、村松直子、金子員子、原田

隆子、奥山義夫、海老澤純子

一般基金 :所やよい、長谷博幸、服部泰子

賛助基金

黄梅基金

Vu Cuong、 村上圭子

野村利実、佐藤郁夫

賛助基金

黄梅基金

2007寄三5

里親基金

安藤鈴子、細谷恵美子、中曽根信

橋本進司、佐々木善春

月

2007年 6月

里親基金 :久戸瀬由紀子、京谷あゆみ、但

馬尚子、佐々木幹子、稲橋佳典、加藤光枝、

柴田敦子、牛丸チヨ

ー般基金 :石岡キセ、大島光恵、堀岡幸子

賛助基金 :杉Π澤薫、クサマシュンスケ

黄梅基金 :」Jコ ンストラクション

■最終入金日のお知らせ :里親基金と下般基金の

最終入金日を封筒の宛名ラベルに表示しました。

表示|ま 「会員番号 lKD× ××)留月/日 」とな

っていますと次回ご入金の参考にしてくださVL

中台正四、渡辺マリ、村田榮司、

-11-

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形

Owner
長方形



■2007年 5月 29日 現在の会員と奨学生 (里子):

里親基金 :209人 (296口 )、 一般基金 :37人 (39口 )=青 葉奨学生 413人

ベ トナム子供基金 10周年記念事業

ベ トナム黄梅基金

1口 1万円

ベ トナム子供基金の会員で基金を設立します。

お申し込みは次の専用口座にお願

いします。

口座名義 「ベ トナム子供基金」

郵便振替

00190-6-666994

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金 8071959

個別黄梅基金

l口 30万円以上

個人またはグループで黄梅基金を設立します。基金の

名前、支援地域・学校等は、ご相談の上、決定します。

学校建設黄梅基金
青葉奨学会と相談の上、個人またはグループで学校建

設と黄梅基金を併設した基金を設立します。

ベ トナム子供基金会員募集

里親基金

年額 1口

2万円

特定の「里子」に奨学金を支給する里規になっていただきます。

ベ トナム青葉奨学金から子どもの履歴票が届き、子どもとの手紙

のやりとりができます。 (学生会員は年額 l口 1万円)

会費納入は次の日座にお願いしま

丸

口座名義 「ベ トナム子供基金」

郵便振替

00140-1-70399

銀行振込

みずほ銀行駒込支店

支店番号 559

普通預金 1495745

一般基金

年額 1口

1万 2000円

子どもたち全体の「里親」という関係を想定しています。子供基

金通信によつて、会の運営、子どもたちの様子をお伝えします。

賛助基金 一般基金に準じます。金額、回数等、いつさい自由です。

べ トナム子供基金

東京都文京区州詢込 2-1213

アジア文化会館内 〒113-8642

・電話 (代表):033946-4121

ファクス :03-3946-7599

電子メーール :kodomo.kikinOnifty com

ホームページ :http://homepage3.nifty,com/vcf/   ファクス :84-8-8477527

ベ トナム青葉奨学会

QUY HOC BONC LA XAbH

c/o TRUONG N勘 Tヽ NGU DONG DU

43D/46 Ho Van Hue, Q. Phu Nhuan

Ho Chi Minh, Viet Nam

目豆言舌:84-8-3477359

ベ トナム子供基金通信 第 40号 2007年 7月 21日発行 発行所 :ベ トナム子供基金

発行人・編集人 :近藤昇 印刷所 :株式会社プリントン ◎ Vietnam Kodomo Kikin 2007

-12-


